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第12回下水文化研究発表会プログラム
第12回下水文化研究発表会は、11月9日（土）日本水道会館で行われます。論文募集案内により、すでにご承知のことと思いますが、今回より、当研究発表会で「久保赳下水文化賞」、「バルトン記念賞」を表彰することになっております。それぞれの賞に対応する論文テーマは以下のようになっています。
· 久保赳下水文化賞：「水と環境を守る政策」、「水を守る事業の経営及び活性化」等に関するもの
· バルトン記念賞：「海外援助政策」、「海外援助の実践」等に関するもの
論文募集を行いました結果、久保赳下水文化賞には3編、バルトン賞には4編の応募がありました。両賞選考委員会（石田雄弘委員長）を10月中旬に開催し、研究発表会当日に発表いたします。
そのほか、従来からの発表分野への応募は、併せて16編ありました。特徴的なのは、バルトン記念賞への応募を含め、海外からの応募が7編あり、国内からの応募も開発途上国を研究フィールドとした論文が多くを占めました。その反面、「水文化活動」への応募はありませんでした。
なお、当日の口頭発表論文は以下のプログラムに示しますように14編となります。
· 研究発表（各発表時間は質疑応答を含め30分です）                      
午前　10:00～12:00

午後　13:00～14:30
	番号
	氏　名
	所　　属
	題　　　目
	時間

	セッションⅠ
	（座長：高橋　邦夫）

	1
	熊倉 容子
	ＴＯＴＯ(株)
	災害地、山岳地、家庭を巡るし尿処理に関する一考察
	10:00～

	2
	○澤田 義麿
吉澤 秀治

大瀧 雅寛

巌 真一
	株式会社長大

明星大学

お茶の水女子大学

㈱ビオカスタム
	ベトナム国鉄へのバイオトイレ導入
	10:30～

	☆3
	○A. A. Mamun, EcoSan Team of Bangladesh
	Bangladesh Academy for Rural Development

JADE Bangladesh他
	Spreading of ecological sanitation in Bangladesh: An empirical analysis
	11:00～

	☆4
	佐藤 弘孝
	株式会社TEC 
インターナショナル
	南スーダンにおける日本の水道技術協力の手法に関する考察
	11:30～


	セッションⅡ
	（座長：酒井　彰）

	1
	○坂本 麻衣子
堺正年

酒井彰
	東京大学大学院
㈱オオバ

流通科学大学
	コミュニティ型水供給設備の受容と社会ネットワークの関連分析
	10:00～

	2
	○前田　千夏
森 正蔵

戸部 達也
	株式会社 日水コン
	バングラデシュ国村落部における給水技術の現状と課題
	10:30～

	3
	○原田　英典*、藤井滋穂*、松井三郎*
N. P. H. Lien**, H. T. Hai**
N. T. Dong***
N. V. Anh****
	*京都大学大学院
**ハノイ理工科大学

***ベトナム環境総局

****ﾊﾉｲ土木工科大学
	ハノイを事例とした都市排水管理と腐敗槽の役割
	11:00～

	4
	○B. R. Shivakoti*
Y. Kataoka*
B. Pasakhala**, 

H. Harada*, S. Fujii*
A. Sakai***
	*Institute for Global Environmental Strategies
**京都大学大学院

***流通科学大学
	Groundwater, water supply and sanitation linkages: review of Khulna and other Asian cities situation
	11:30～


休憩　　(12:00～13:00)
	セッションⅢ
	（座長：谷口　尚弘）

	☆1
	島田　正敏
	NPO法人 山岳民族子供支援プロジェクト
	タイ・山岳民族子供達と取り組む衛生改善活動
	13:00～

	★2
	渡辺　勝久
	日本下水文化研究会
	下水道事業経営の処方箋（事業者の意識改革）
	13:30～

	★3
	安福　千尋
	㈱ アクア・ソリューションズ
	水の大循環を活かした水中ダムによる淡水貯留システム
	14:00～


	セッションⅣ
	（座長：栗田　彰）

	1
	地田　修一
	日本下水文化研究会
	航空写真にみる砂町水再生センターの変遷
	13:00～

	2
	山崎　達雄
	龍谷大学
	水槽便所と新聞広告
	13:30～

	3
	市村　哲
早川　匡
○西澤 政彦

	豊田市建設部河川課
日本上下水道設計株式会社
	水害とのたたかいの歴史（挙母の江戸～平成）－豊田市の取り組み－
	14:00～


	誌上発表
	

	★1
	山地　健二
	神戸市建設局下水道河川部
	久保赳博士の足跡と神戸の下水道が目指す姿

～循環のみち下水道の成熟化に向けて～

	☆2
	石井 明男
斎藤 正浩

松原 ひろみ
	八千代エンジニヤリング株式会社
	文化・慣習を鑑みた南スーダン共和国ジュバ市における廃棄物事業改善プロジェクトのキャパシティ・ディベロップメント

	3
	山野　寿男
	NPO法人 下水道と水環境を考える会“水澄”
	大阪市における防潮ラインと内水排除ライン

	4
	G. C. Ghosh
B. Chacraborty

S. Jahan
	Jessore Science and Technology University
	Research and development for strengthening livelihood in coastal area of Bangladesh through sustainable water supply: implication of climate change.

	5
	Q. Azaduzzaman
A. A. Mamun,

K. Takahashi
	JADE Bangladesh

BARD
JADE
	A comparative analysis on identifying the reasons of EcoSan toilet users return to conventional pit toilet use

	6
	Md. M. U. Parvez,

Q. Azaduzzaman,

A. Sakai
	JADE Bangladesh
JADE Bangladesh

流通科学大学
	Human urine add in compost bin to improve the compost quality; As a way of urine utilization

	7
	Tofayel　Ahmed,

A. Sakai,

M. Sakamoto
	JADE Bangladesh
流通科学大学

東京大学大学院
	EcoSan toilet during flood and its comparative health and economic impacts

	8
	T. Ahmed, 

Md. M. U. Parvez,

Y. Ali, S. Liton,

R. Khanddakar,

A. Mondol
	JADE Bangladesh
	Ecological sanitation in schools: an experience in Bangladesh

	9
	S. M. N. Uddin*,

Z. Li*, P. H. Mang*,

E. H. Huba**
J. Lapegue***
E. Rheinstein***
	*University of Science and Technology Beijing
**Technologies for Economic Development
***Action Contre la Faim
	Sustainable sanitation for vulnerable peri-urban population in Ulaanbaatar, Mongolia: An introduction of multi-lateral cooperation project


　　★印は久保赳下水文化賞応募論文、☆印はバルトン記念賞応募論文
· 下水道博物館に関するパネルディスカッション　　　　　　　　　　　　　　
14:45～16:15
本会が昨年度設置した「水と環境の出前学校と下水文化の啓発活動の制度研究委員会」では、下水道博物館調査分科会を設け、全国の下水道博物館（注）の実態を把握し、将来に向けた課題と対応を考察するための基礎資料を得るため、関連自治体（30団体）を対象に平成25年2月から5月にかけて実態調査を実施しました。
下水道が管理の時代となり、水環境を守っていくうえで、下水道は市民との新たなかかわり方が模索されています。こうした背景のもと、下水道博物館にも新たな役割が求められていくと考えられます。
　そこで、本研究発表会では、実態調査の結果を報告するとともに、これからの下水道博物館のあり方を議論するため、「市民とともに歩む下水道博物館を目指して（仮題）」と題してパネルディスカッションを開催します。パネリストは現在人選中ですが、市民の方、下水道博物運営経験者、自治体関係者、下水道広報関係者の方々と交渉中です。
(注) 明確な定義はありませんが、下水道に関連する情報を市民に向けて発信する施設・下水に関わる歴史的資産で見学可能な施設と考えています。
· 各セッション座長による総括報告ならびに
久保赳下水文化賞・バルトン記念賞　表彰式　
16:20～16:55 
· 懇親会
研究発表会終了後、懇親会を開きます。是非ご出席いただき、交流を深めていただければと思います。

懇親会参加費：お一人1,000円（予定）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目次へ
下水文化を見る会のご案内
研究発表会の翌日、平成25年11月10日（日）には、「下水文化を見る会」を開催します。

東京近郊に住んでいると、「玉川上水」という名前を知っている人は多いと思われますが、江戸の水道施設であったことを知る人は少ないと感じます。下水道の役割の一つが、水道水源の水質保全であるならば、「玉川上水は今、どうなっているのか」、玉川上水が創設された歴史的背景と、東京都が取り組んだ多摩地区の下水道の役割について、探訪してみませんか。今年の下水道展では小平市さんにも協力をいただき募集を行いました。一般の方々から６名（二組）の参加申し込みをいただいております。会員の皆様も、ご家族連れで是非参加頂きたくご案内させていただききます。
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ＪＲ羽村駅東口改札集合…〈バス〉…羽村市郷土博物館…〈徒歩〉…羽村取水堰

　　9:20 （バス9:32発）             10:00-11:00              11:20-12:00

…〈徒歩〉…東会館…〈バス〉…ＪＲ「羽村」駅…〈駅西口で各自昼食〉…

　　　　（バス12:19）                           　12:30-13:15

ＪＲ「羽村」駅⇒〈青梅線〉⇒〈西武拝島線〉⇒「玉川上水」駅…〈徒歩〉…

    13:27                                       13:48

小平監視所…〈徒歩〉…西武拝島線「東大和」駅⇒〈西武拝島線〉⇒「鷹の台」…

   14:00                   14:30                                14:42  

ふれあい下水道館　…現地解散  

   15:00-16:00         16:00

参 加 費　無料（交通費・食費の実費を各自でご負担ください）

申込方法　羽村郷土資料館への移動（バス）の定員や、多摩川取水堰でのご案内、ふれあい下水道館でのご案内など、人数制限がございます。代表者のお名前、ご連絡先と参加される人数を明記の上、ファックスでお申し込みください。

集合場所　ＪＲ羽村駅東口　9時20分　集合　（係員にお声がけください）

　　　　　集合時間に遅れた場合は、羽村市郷土博物館へ直接お越しください

お問い合わせ

　　　　　東京都新宿区富久町6番5号　NJS富久ビル別館3階

ＮＰＯ法人　日本下水文化研究会   電話・FAX 03(5363)1129 　E-mail:jade@jca.apc.org
担当：渡辺（当日の連絡　090-2742-5871）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目次へ
2013年W. K. バルトン忌報告
猛暑が続いた今年の夏ですが、8月5日（月）恒例のバルトン忌・墓参を行いました。
稲場紀久雄バルトン記念基金管理委・委員長からは、鳥海幸子さんの日本画が川端龍子記念館賞を受賞されたこと、今年から、海外援助の実践や政策に関する優秀論文にバルトン記念賞を授与すること、そして、来年にはバルトン設計の浅草十二階＜凌雲閣＞がアミューズメント施設の一角に復元されることが墓前で報告されました。

この日は、十二階復元に関係されている方々にも多数参列していただきました。稲場日出子さんより、鳥海さんからのメッセージが読み上げられたのち、浅草十二階復元のプロデュースされた相羽高徳さんから挨拶をいただきました。なお、相羽さんからは、本会報に寄稿いただいております。

この日は墓参の後、十二階があった頃の浅草を再現したジオラマが展示されている「秘密基地」へ向かい、当時の浅草について説明を受けました。その後、十二階が再現される現場を確認し、近くの「駒形どぜう」にて、暑さを忘れ、どじょう鍋を堪能しました。
目次へ
バルトンさんとの＜約束＞

株式会社東京妙案開発研究所
代表取締役社長　相羽高徳
来年12月に完工する予定の「マルハン松竹六区タワー」で、ウィリアム・K・バルトンさんのデザインによる「凌雲閣」が、ほぼ90年ぶりに浅草の地にその姿を見せることになりました。このプロジェクトのデザインプロデュースを担当させていただいたものとして、やっとバルトンさんとの＜約束＞が果たせそうです。

印刷物などでしか見たことがなかったとはいえ、悠然とそびえ立つ「浅草凌雲閣」は、もう何年も前から私の脳裏に焼き付いておりました。建築に興味があったり、建築に関わることを生業とするものは、私に限らず、多くの方々がこの塔屋に関心を持っているのではないかと思います。

江戸時代の頃から、昭和30年代まで隆盛を極めていた浅草六区興行街を復興させようというプロジェクトに、何らかの形で関わり出してもう７年にもなります。

その間、いろいろなプランを＜画＞として、書かせていただきました。もちろん「浅草・凌雲閣」をプランに取り込んだことも何度もあります。今の計画地とは違う場所のプランでも、何度もバルトンさんによる凌雲閣の塔屋は、構想の中では登場し、いろんな理由で頓挫してきたのでした。

実をいうと計画当初は知らなかったバルトンさんのことも、計画が進捗していく中で、お名前を知り、どういう人生を描いて来たのか、日本でどういう功績を果たされたのかを知りました。まだ後進国であった明治時代の日本政府にイギリスより招かれ、水道技術者として、その後の日本の発展に大きく寄与された方であり、私たちが決してその恩を忘れてはいけない方だと知りました。浅草の（そして日本の）復興の象徴として、プロジェクトのシンボルは「浅草凌雲閣」でなければならない。それはかつて日本の発展のために身を捧げていただいた異国の方への約束となりました。

そして、今年の8月5日のバルトン忌に参列せていただき、多くの方々のバルトンさんに対する敬愛の念を目の当たりにすることができ、長いあいだ私を魅了しつづけてきた「凌雲閣」を、私自身の手で再現することの意義と使命感を改めて我が胸に強く刻みこみました。

2014年12月に、新たなる「凌雲閣」が聳え立ちます。この建物の最上階からはスカイツリーを眺めることができます。バルトンさんの時代の「凌雲閣」のように、比肩するものがない高さを誇るスカイツリーをご覧になったら、バルトンさんはきっとこのように仰るのではないでしょうか？
「まだ夢は続いているかい、日本の若者よ！」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目次へ
日本水フォーラム「世界を変えるトイレプロジェクト」のご紹介

～高村哲氏（本会会員）が講師として参加します～

ミレニアム開発目標の期限があと2年と迫るなか、NPO法人日本水フォーラムは、幅広い視野から衛生に関する可能な取組みを考えていこうというイベント「世界を変えるトイレプロジェクト」を立ちあげました。その第一弾として、セミナー「世界を変えるトイレイノベーション」はすでに9月20日に行われましたが、その場で、GOODプロジェクトを募集し、優れたプロジェクトの実施を支援することが発表されました（第2弾）。

さらに、10月30～31日東京ビックサイトで行われるINCHEM2013において、セミナー「ソーシャルビジネスの推進とその新たなパートナーシップ」が開催されます。この企画では、次の2つのセミナーが行われます。

セミナー1「ソーシャルファンド―開発途上国の水ビジネスと新たなファンディング―」（10月30日）

セミナー2「ソーシャルビジネスの実現に向けた新たなパートナーシップ」（10月31日）

ソーシャルビジネスとして水供給や衛生改善を図ろうとしたとき、NGOを含むさまざまなパートナーの参画が必要との認識から、本会にも参加の要請があり、セミナー2において、バングラデシュでの活動を担われている高村哲氏が、「バングラデシュにおける社会課題解決のための取組みと新たなパートナーシップに期待すること」と題して事例紹介をいたします。

本会でも今年度「BOPビジネス研究会」を立ち上げたところであり、こうした機会が得られ、これまでの経験から情報発信するとともに、サポートしあえるパートナーとの出会いの機会を得られたことは非常にタイムリーなことと思います。

会員各位もふるってご参加ください。

INCHEM2013のセミナーについて

· 時間はいずれも10:00～13:00

· セミナー参加費は無料、ただし会場への入場料1,000円が必要になります。

· 申込みが必要です（先着70名）下記URLからお申し込みください。
http://www.jma.or.jp/INCHEM/seminar/water_forum.html　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目次へ
第57回定例研究会のご案内（再掲）
　第57回の定例研究会を下記の要領で開催いたしますので、ふるってご参加ください。講師の岩堀恵佑さんは、本テーマに関する静岡県の研究会の委員長を務められた方です。

記

日時：平成25年10月20日（日）13：30～15：30

会場：小平市ふれあい下水道館講座室（地下1階）

小平市上水本町1丁目25-31　TEL: 042－326－7411
（西武国分寺線鷹の台駅下車・徒歩８分）
講師：岩堀 恵佑氏（宮城大学環境システム学科教授）

演題：「改善された富士山トイレ問題」
静岡県では富士山の山小屋のトイレの改善案をまとめ、平成17年度までに整備対象の24箇所全てが新しく生まれ変わりました。富士山のトイレ問題の経緯とその後改善された現状を語っていただきます。
小平市ふれあい下水道館における平成25年度特別講話会の予定（再掲）
第1回「改善された富士山トイレ問題」（10/20）
（本会の第57回定例研究会として開催・上記）
第２回「多摩川に生きる魚と水棲昆虫」（11/17）
講師：安齋純雄氏（元東京都下水道局）

第３回「開発途上国の環境・衛生支援を考える」
（12/15）　　

講師：森田昭氏（日本環境衛生センター）

第４回「温水洗浄便座の開発秘話」（1/19）
講師：木内雄二氏（TOTO㈱）


第５回「水再生センターに集まる鳥たち」（2/16）
講師：水口忠行氏（東京都下水道サービス）

第６回「有料トイレのルーツ」　（3/30）

講師：山崎達雄氏
（本会会員、龍谷大学非常勤講師）
· いずれも日曜日開催・13：30～15：30
· 会場のふれあい下水道館については上記記事を参照ください。

· 詳しい内容は前号を参照願います。　　　　　　　　　　　　
目次へ
水環境案内人の覚書 ６
さまざまな水環境を詠む
本会会員　地田修一
　十年ほど前から下水道関係の仲間をメンバーとする俳句の会に所属し、花鳥風月を諷詠することを旨として、五七五を詠んでいる。日常の散歩や句会仲間との吟行の折に詠んだ様々な水環境にまつわる自作の句を次に披露する。

1. 湧水、源流（湧水は地域の人たちにとって身近な地下水であり、これが流れの源となる）　　　　

淑気満つ台地の端に水生まる

枯蘆の源流すでに街の川

2. 溜池（私の散歩コースにある台地の崖線や丘陵の谷頭には、湧水を集めて農業用水として利用する溜池が点在している）
溜池の満ちて水音去年今年

溜池の固き水門春寒し

3. 郊外の川（土手より低いところに架けられ、大雨が降り増水すると水面下に沈んでしまう橋を沈下橋という。欄干はないか、あってもごく低く造られている）

水温むたもとで会釈沈下橋

4. 玉川上水（羽村取水堰から小平監視所までは、取水された多摩川の水が江戸の昔と変わらずにとうとうと流れている）

流れ来る落葉をすくふ水番屋

5. 農業用水路（直線化された三面張りの農業用水路が多い中で、珍しく素掘りの用水路が流れていた）

芽柳や素掘りの水路うねうねと

夏めきて水音近くありにけり

6. 釣堀（釣り人で賑わっていた釣堀がつい最近営業をやめた。そこに、春先に孵った子鴨が親鴨に連れられて元気に泳いでいた）

釣堀の跡を住処の子鴨かな

7. 庭園の水辺（東京には後楽園とか六義園とか大名庭園に端を発した公園が数多くあり、園池やせせらぎなどの水辺を散策できる）

春隣神田上水生きてをり

発つ鴨の水の輪しばし十重二十重

8. 浄化センター（下水処理施設の最終工程である第二沈殿地に、水辺の宝石と言われる翡翠（かわせみ）が一瞬姿を見せた）

翡翠のよぎる浄水沈殿地

9. 親水水路（浄化された再生水が流れている親水水路は、両岸の桜並木と相俟って都会のオアシスとして定着している）

甦る水と触合ひ花筏

10. 都市の川（かつての汚れ切った川が甦った証の如く、再生水の放流口で、はるばると海を渡ってやって来た都鳥（別名ゆりかもめ）がその長旅を休めていた）

水浄む放流口の都鳥

11. 干潟（かつて東京湾に注ぐ河川の河口には干潟がいくつもあり、潮干狩りや浅草海苔養殖の場となっていた）

江戸前の名残の干潟冬ぬくし

（了）
目次へ
バングラデシュ便り　No. 26
ノールール
本会運営委員　高橋　邦夫
　レンタカーでダッカからコミラへの移動中の出来事である。金曜日の昼過ぎのことである。その日は、渋滞がいつになくダッカ郊外まで続いていた。季節は2月初めの乾季であり、砂塵が濛々と舞い上がる中を、乗客を満載した様々なクラスのバスなどが数珠つなぎの状態で続いて行く。絶えることの無いけたたましい警笛を鳴らし、隙間争いをしつつ、それでも、ののろのろと進んでいく。両側4車線のダッカ－チッタゴン・ハイウェイは、シトロッカ川に架かる異様に桁下の高い橋を横断後、ダッカ－シレット・ハイウェイと分岐するが、予想どおり大渋滞はそこまで続いていた。金・土曜日が連休ということもあり、故郷などへの帰省者の移動もあるのだろう。反面、上りのダッカ方面はスムースに流れていた。

　出来事は橋の手前で起きた。下り車線の中間にいた我がレンタカーがエンストしたのである。道路は片側2車線ではあるが、路肩などがある場合、4台の車の列となる場合もある。車の両サイドは近接するバスなどの車両の壁である。後続の車からの警笛は激しさを増す。ところが車は身動きできない状態にある。隙間争いをしつつ前進する車の隙間をついてドライバーはドアを開け、道路上に這い出た。ドライバーは、後続する車を手で制止しつつ、ドアを押しながら、左側を進行していたバスの隙間に車を移動させようする。後続の車からの警笛はさらに激しさを増す。ドライバーは必死にドアを押し、周りの車を制止し、必死に車を移動させる。車は徐々にではあるが車線から離れていくとともに、道端で小さな商いをしていた一人の男が後押しの助太刀をしてくれた。後部座席にいた私はどうすることも出来ず、ただひたすら異常な車の流れからの離脱を祈る他はなかった。そしてドライバーの車を路肩に乗り上げるまでの辛抱強い努力はまさに賞賛に値するものがあった。

　激しい警笛の飛び交うなかで、道路の路肩に車を移動するのに10分以上はかかったであろう。ボネンネットを開けたドライバーは、湯気の立つオーバーヒートしたエンジンを指さしてノープロブレムといいながら、近くにいた子供に水筒を渡し、水を入れてくるように依頼した。10数分後、水筒を手にした子供が戻ってきた。水でエンジンを冷やすと嘘のようにエンジンが起動した。これでOKとドライバーはほくそ笑み、少年に10BDT払えと私に言った。“馬鹿もん!”、今まで味わってきた恐怖と賞讃はその一言に尽きた。こんな車を捨てて乗り換えたいと思った。しかし二進も三進も行かない選択肢の無い状況の中でともかく目的地へ行かなければならない。

　やがて車は動き出し、ほっとしたのも束の間であった。ダッカ－チッタゴン・ハイウェイがダッカ－シレット・ハイウェイと分岐した後、ハイウェイは嘘のように滑り出した。それから何が起こるかはしばらく想像できなかったが、カーレースが始まったのである。ドライバーは、猛烈なスピードで驀進する。メグナ川に架かる2つの長大な橋を渡るまではコンクリート・ブロックの中央分離帯があるため多少は安全である。が、その後はセンター・ラインこそあれ、その意味を成さない往復2車線道路となる。

　これまでの体験では、追いつ・追われつの車を避けながら味わった恐怖であった。が、この車が追いつ・追われつのゲームに参加してしまったのである。“もっと遅く”、“休みを取ろう、茶を飲もう”などの私の提案に対する返答は、“ノープロブレム、バングラデシュ、ノールール”であった。コミラに着くまでに、何度かしら恐怖の叫びを挙げたことだろう。目的地にたどり着き金を支払った後、しばらく呆然としていた。

　ドライバーは薄給の暮らしを強いられているのは事実である。車のオーナーの取り分には驚くものがある。要するに命がけで身を裂いて時間と距離を稼がなければならない。タイム・イズ・マネーの世界を余儀なくされているのである。こうした事実は、追いつ・追われつのゲームの主役たる長距離バスのドライバーにも当てはまる。

この車には以前に何度か乗っている。普段は、途中で茶など飲みながら、冗談を言いつつ、同じ道を追いつ・追われつの車を避けながら移動したこともある。結局、過酷な交通事情、雇用環境の中で、本来タコ部屋オーナーの責務に帰する車の整備不良が、ドライバーの別な本性を暴き出した形となった。

この事実をどう評価するかは各人の勝手ではあるが、今後もう2度とこのドライバーは使うなと、車を紹介してくれた友人にきつく具申した。ガンジーはインド独立に際し、インドはイギリスの秩序よりは混沌を選択するという苦渋に満ちた表現をとった。往時のイギリスの秩序は強権を背景にした時には不遜ともいえる目的的な法体系の執行を意味する。ドライバーは選択の余地のない混沌をノールールと叫んだのであろう。どちらが人間的であるといえるのか。いずれにしても混沌と秩序はコインの裏表である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　目次へ
運営委員会から
· 研究発表会の日も迫ってまいりましたが、万障お繰り合わせのうえご参加ください。会場は、総会などと同じく日本水道会館（東京都千代田区九段南４－８－９、JR･地下鉄市谷下車）です。研究発表会では事前申し込み等は不要です。講演集は11月初めには出来上がります。講演集をご希望の方は、事務局までFAXまたはメールでお申し込みください（予価1,500円） 。
· 今回、会費未納の方に督促しております。納入のほどお願い致します。
編集後記
浅草六区に計画されているアミューズメント施設の一角に浅草十二階＜凌雲閣＞が復元されます。このプロディースを手掛けられている相羽高徳氏より寄稿いただき、バルトンさんへの思いを語っていただきました。氏は、空間プロディーサーとして著名な方で新横浜ラーメン博物館などの作品があります。衛生工学、写真関係者に続き、建築関係の方とのつながりもできたことをバルトンさんも喜んでおられることと思います(今回の研究発表会では、バングラデシュの本会活動フィールドを訪問された研究者や実務者の方々に投稿お願いしましたところ、多くの方から応募がありました。そうした方々との交流の場になれば、研究発表会の新たな役割として意味を持つようになると思います(今回、研究発表会にA. A. Mamun氏を迎えます。氏は、国の研究・研修機関であるBangladesh Academy for Rural Development（BARD）のJoint Directorであり、本会が2004年エコサン･トイレのプロジェクトを始めた時からのパートナーです。気さくな方ですので、研究発表会に参加された方は、気軽に話しかけてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（酒井　彰）
目次へ

コントロールキー（Ctrlなど）を押しながら目次の各記事の文字をクリックすれば、ご覧になりたいページに移動できます。
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